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「ごみを減らそう」リデュース
　ごみを減らす方法として、①不必要な包装やレジ袋を
断る②レンタル品を利用する③生ごみの水を切る（重さ
が1/5程まで軽くなります）④飲食店では食べきれる量
を注文するなどが挙げられます。
　市では、ごみの減量化の方法として生ごみ処理機の
利用を提案しています。興味のある方は同プラザへ連
絡してください。

「再利用しよう」リユース
　再利用の例として、詰め替え製品を使う、不要になっ
たものをフリーマーケットアプリやインターネット
オークションで新しい引き取り手を探すことなどが挙
げられます。着なくなった洋服や遊ばなくなったおも
ちゃなどは、捨てずにリユース・リサイクルショップに
持ち込んでみてはどうでしょうか。市役所にリユース

の場として「ゆずります・ゆずってくださいコーナー」
を設置しているので、ぜひ利用してください。

「分別しよう」リサイクル
　資源物をきちんと分別して収集所に出すことはもち
ろん、リサイクル製品を積極的に使うこともリサイク
ル活動の一環です。本市は全国的に見ても分別品目
が多く、皆さんの協力により、可燃ごみへの資源物の
混入が少ない状況が続いていますが、さらなる分別で、
ごみを減らしていきましょう。

今すぐできる「3R」
◦長く使えるものを買って大事にしましょう
◦資源ごみをきちんと分別しましょう
◦マイバッグやマイボトル、マイ箸などを使いましょう
◦調理するときに、作りすぎないようにしましょう
　

可燃ごみの中には、まだまだ資源物が入ってい
ます
　可燃ごみの中身には、リサイ
クル可能な紙類やプラスチック
が約25％も混入しています。こ
れらを分別して出すと、可燃ご
みを減らすことができます。

ミックスペーパーとは？
　ミックスペーパーは、レシー
ト、広告、ノート、はがき、カ
レンダー、菓子の空き箱、ト
イレットペーパーの芯、包装紙、
紙袋、画用紙などの紙のことで、
100％リサイクルできる貴重
な資源です。資源物の日に出
してください。

ミックスペーパーを出すときの注意点
◦ホチキスやクリップは外してください（ビニールや
セロハンはそのままで可）

◦ミックスペーパーは濡れるとリサイクルできないた
め、濡れないよう晴れた日に出してください

◦透明か半透明の袋や、紙袋に入れて出してください

リサイクル可能なプラスチックとは？
　可燃ごみに混入することが多い、食品トレイやカップ
麺などの容器、容器の
包装についているラ
ベルは、リサイクル可
能なプラスチックで、
100％リサイクルでき
る貴重な資源です。プ
ラスチックの日に出してください。

プラスチックを出すときの注意点
◦透明か半透明の袋に入れて出してください
◦容器や包装についているラベルは、剝がしてください
（剝がれない場合は、そのままで可）

充電式電池にご注意ください
　モバイルバッテリーなどに使用されているリチウム
イオン電池は、強く押しつ
ぶすと発火するため、可燃
ごみ収集所や資源物収集所
に出さないでください。全
国の再生処理事業者で、発
煙・発火トラブルは年々増
加しています。リサイクル
マークがある電池は、近所
の回収協力店に持ち込んでください。

広告

広告

普段のごみの量を知り、減らすために

「3R」に取り組みませんか？

観光まちづくり マップや看板でロケ地を紹介！
　平成26年4月に設立した官民一体組織「綾瀬ロケー
ションサービス」は、地域活性化を目指し、ロケ誘致
活動を進めるとともに、映画やドラマなどのロケ地
を市民や作品ファンに知ってもらい、ロケ地巡りが
楽しめるようロケ地看板の設置や、ロケ地ＭＡＰの
配布を行っています。
　現在、同看板は市役所のほか、神社や公園、飲食
店などに17基設置しています。ピンク色のフレーム
が目印で、作品の概要や撮影時のエピソードなどが
掲載されていて、看板の二次元コードにアクセスす

ると撮影実績やご当
地グルメ「あやせと
んすきメンチ」取扱
店の情報を見ること
ができます。
　ロケ地ＭＡＰは市
内公共施設をはじめ、
あやせとんすきメンチ取扱店舗、相鉄線各駅などで
配布しているので、ぜひ手に取ってみてください。
　問商業観光課☎70･5685
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綾瀬ロケ地MAP2020

　「3R」とは、ごみとして出す量を減らす「リデュース
（Reduce）」、一度使用したものを捨てずに再利用
する「リユース（Reuse）」、ごみを資源として再生す
る「リサイクル（Recycle）」の頭文字を取ったもので
す。その中でも、最も重要度が高いものがリデュー
スで、始めからごみを出さないようにすることが大
切です。
　「3R」に取り組み、「使い捨て型社会」から「循環
型社会」を目指しましょう。    
     問リサイクルプラザ☎70･5667
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